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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こんにちは、ＮＰＯ法人ｉ－ｎｅｔの清水です。鍋野です。
只今から、2013年度の活動のご報告をさせて頂きます。
私どもがとりくみましたのは「家庭訪問型子育て支援推進事業」　です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

最初に、当団体アイネットの紹介を簡単にさせていただきます。
私たちは２００１年から活動を開始し、今年で法人設立１0年目になる
子育て支援団体です。
当初は子育て中の保護者が中心となって活動していましたが
現在は、保育士や看護師、臨床心理士等を含む子育て支援者が中心となり、
子育て世代とともに、子育て情報の発信、親子交流の場の運営、一時預かり施設の運営、
家庭訪問型の保育や産前産後支援等を中心に、幅広く子育て支援活動を行っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
浦安市は、埋め立てによる急激な都市開発の結果、多くの若い世代があつまってきました。
その結果、浦安では未就学児がいる家庭の９４％以上が核家族と、全国平均の76％を
大幅に上回る状況であり、保護者の孤立や育児不安等による母親の育児ストレスからくる
児童虐待等が問題となっています。

これに対し、浦安市でも子育て支援センターや一時保育の拡充などの施策が積極的に
進められてきましたが、残念ながら、専門機関の支援を受けるほど問題が重篤ではないけれど、
子育て支援施設等には出られない、引きこもりがちでストレスの高い家庭には必要は支援が
届いていません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こうした市の取組や浦安で利用できる子育て支援をマッピングすると
この図のようになります。
縦軸が対象者の状況です。上に行くほど元気・健全、下にいくほど重篤な
状況です。
横軸は対象がだれかということで、こどもと保護者に分かれます。

従来は黒字の支援でしたが、
少子化、核家族化への対策として赤い文字の事業が新たに追加されてきました。
元気な層への支援、問題を抱えた層への支援は充実してきましたが、先ほどお話ししたとおり、
いまだグレーゾーン家庭への支援はぽっかりと穴が開いた状態です。

しかし、実際の子育て家庭をみると、
明確にホワイトゾーン、グレーゾーン、ブラックと分けられるものではなく、
元気で大丈夫！と思われる人の多くがグレーゾーンに足をかけていて
ちょっとしたきっかけで問題を抱える家庭に転がっていく危険をはらんでいます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
周知広報活動としては、事業案内チラシを作成、公共施設、
子育て支援施設をはじめとする市内56ヵ所への設置、
公立幼稚園全家庭や生協の協力を得て、会員向けに
戸別配布するなど、合計8000枚を配布しました。

その他、広報うらやすへの2回の掲載を始めとする広報紙での紹介、
ホームページの運営、子育て応援メッセや市民活動フェスティバルと
いったイベントへの出展を行いました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、家庭訪問の運営についての活動実績です。
問合せが約30件、そのうち、実際の訪問家庭数は13件となりました。
活動を開始して4年間では年間で最多の件数となりました。

問合せ・訪問開始家庭数ともに、上期が2/3以上でした。
結果として、上期は周知広報活動とともに、家庭訪問に注力し、
下期は周知広報活動を中心に取り組みました。

これは利用者が申込みのきっかけを調べたものです。
直接、子育て支援センターや保育士、行政の職員といった支援者からの紹介が69％、
チラシ・ポスターを見て、が16％ 、HPが１５％という結果でした。
やはり、支援を必要としている人が必要な支援につながるためには、
周知は重要であり、今回の助成事業ではその効果も大きかったと考えます。

また、利用者だけではなく、ボランティアになりたい、という市民からも
問い合わせがあり、
今年度はさらなる体制の強化のため、ボランティア養成も
行う予定です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つづいて事業の効果ですが、
本活動では、活動開始時に有償のコーディネーターが
利用家庭にニーズ確認を行い、利用者の希望によって
活動内容を決定します。
活動終了時には、当初のニーズに対して、どの程度
充足したか、確認を行っています。

このグラフは、そのニーズ充足率をグラフ化したものです。
ニーズが多いものから順番にいうと、子どもの成長・発達を促す
機会を作りたい、子どもの心の健康、母親の孤立感の解消
というようになりますが、例えば
子どもの成長・発達を促す機会を作りたい、という場合は
ボランティアが利用者である母親に寄り添い、成長発達を促す
ためには何が必要かを一緒に考え、ある家庭では、外あそびに
一緒にでかけ、ある家庭では、他の子どもたちとの関わりを増やす
ために、一時預かりの登録に同行したりしました。
その結果、ニーズ充足状況は非常に高く、
約9割が達成・一部達となりました。

それぞれの家庭の状況に寄り添った支援が行えたと考えます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実際の利用者の声を紹介します。

訪問当初はどんな子育て情報がほしいか、混乱していた
母親のケースでは、ボランティアの訪問を受けるうちに、
気持ちの整理がすすみ、最終的に第1子の一時預かりを申し込むことが
でき、訪問終了後の母親の育児負担軽減につながっています。

また、利用家庭でゆっくりお話をし、母親の気持ちを受け止める
ことで、親子ともに大きな変化がみられる家庭も少なくありませんでした。

その他、従来の行政サービスではできなかった部分（付き添い外出など）に
対応したケースでは、一緒に行動しつつ、ボランティアが母親の話を傾聴することで、
子どもの事だけではなく、自分も大切にしようと思えるようになったそうです。

このように、対等な立場のボランティアが傾聴と協働の手法で関わることで、
保護者が第3者を頼る気持ちのハードルが下がり、訪問終了後も地域の
なんらかの支援とつながっていることがわかっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今年度の利用家庭の活動終了後の状況を一覧にしました。
i-netの別の支援を利用される方、訪問活動中にボランティアが同行して、何らかのサービスに
繋がった方をはじめ、活動期間中に自分で動きだすことができた方も多く、転出者以外は
全員が地域と継続的につながりを持つことができています。
活動終了後は継続してケアをおこなっていくものではありませんが、
年1回、事務局が主催して、これまでの利用家庭とボランティアの交流会を開催しており
その場では、利用家庭のその後の話をきき、お子さんの成長やご家庭の状況を伺う機会と
なっています。
あわせて、新たな悩みやニーズが出てきた場合、いつでも利用して良い事を伝えています。
実際に、交流会の案内を出したことで、2回目の利用につながったケースもありました。
以上のことから、本事業が、孤立化防止のセーフティネットとして有効だと考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後になりましたが、1年間協働事業として実施
できたことで、周知広報が進み、利用も徐々に増えつつある
と考えています。

家庭訪問型子育て支援は、地域と子育て家庭をつなぎ、
孤立化を防止し、問題が起こるのを未然に防ぐ支援です。

今後も子育てのセーフティネットとして、活動を続けていきます。
引き続きご協力よろしくお願いいたします。
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